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梅雨の時期が続いているとはいえ、連日暑い日が続いています。大人も子どもも注意したい『熱中症』。

夏休みまであと少し。いつも以上に対策をして元気に夏を迎えたいですね。もしもの時の応急処置も覚えて

おいてほしいです。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

６月２3日（金）に第1回学校保健委員会が開催されました。今年度の学校保健委員会のテーマは『心も

からだもおちついて 元気にけが０大作戦』です。４年生以上のクラス代表、児童保健委員会、ＰＴＡ保健

成人委員、教職員が参加し、ケガを予防し減らしていくためにどんなことができるか、普段の様子や学校で

の過ごし方について振り返り、課題やこれからのできそうなクラスや委員会での具体的な取り組みついて話

し合いました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けがを減らしていくために、廊下を走らない、右側通行、高学年が

お手本になれるようにしたい、校庭でおにごっごをする時は他の学年

が遊んでいるところを横断しない等、たくさんの意見が出ました。 

また、スクールカウンセラーの藤原先生より、心の状態がけがに繋

がるということも、保健委員会のインタビュー動画を通して、お話し

ていただきました。イライラしたり、落ち着かない気持ちでいると、

友だちとのトラブルや、けがの

原因に繋がっていきます。友だちとぶつかったり、ふざけたりして起

こるけがは、やさしい声かけや落ちついた生活をしていくことで、ゼ

ロにしていきたいですね。PTA保健成人委員の皆様、ご多用のところ

ご参加いただき、どうもありがとうございました。 

すり傷 ５２２件 

打撲 ５６２件 

ねんざ ８２件 

切り傷 ２２件 

とげ ６２件 

やけど ４件 

鼻血 ２９件 

その他 ４件 

大きなケガ ４３件 

合計 １３３０件 

すり傷 ４６１件 

打撲 ５５１件 

ねんざ ６３件 

切り傷 ５４件 

とげ ４９件 

やけど １１件 

鼻血 ３４件 

その他 １３件 

大きなケガ ３４件 

合計 １２７０件 

保健室前に掲示し
ています！ 

けがを減らしていく取り
組みをしたことで、 
病院を受診するような 
大きなけがを１１件減 

 
合計を６０件減に 

することができました 


